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吉
川
和
宏
教
授
経
歴

〔
略
歴
〕（
主
な
職
歴
を
含
む
）

一
九
五
三
年
三
月　
　

北
海
道
芦
別
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
五
年
三
月　
　

上
智
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
七
七
年
三
月　
　

上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
法
律
学
専
攻
修
了
（
法
学
修
士
）

一
九
八
一
年
四
月　
　

育
英
工
業
高
等
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
﹇
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
八
二
年
三
月　
　

上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
法
律
学
専
攻
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
四
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
研
究
所
講
師
（
法
学
）﹇
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
八
六
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
講
師
（
憲
法
）﹇
一
九
八
七
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
八
七
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
助
教
授
（
憲
法
）﹇
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
八
八
年
四
月　
　

国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
（
憲
法
・
法
学
特
講
）﹇
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
八
九
年
九
月　
　

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
客
員
研
究
員
﹇
一
九
九
〇
年
八
月
ま
で
﹈

一
九
九
六
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
教
授
（
憲
法
）・
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
（
憲
法
）﹇
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
九
八
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
法
律
学
科
主
任
教
授
﹇
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
〇
二
年
四
月　
　

東
海
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
主
任
教
授
﹇
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
〇
五
年
四
月　
　

上
智
短
期
大
学
英
語
学
科
非
常
勤
講
師
﹇
二
〇
〇
五
年
九
月
ま
で
﹈

二
〇
〇
六
年
四
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
長
﹇
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
﹈
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同　
　

東
海
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
﹇
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
〇
八
年
四
月　
　

東
海
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長
﹇
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
一
二
年
一
〇
月　

法
政
大
学
社
会
学
部
兼
任
勤
講
師
（
憲
法
・
半
期
）﹇
現
在
に
至
る
﹈

二
〇
一
四
年
四
月　
　

上
智
大
学
非
常
勤
講
師
（
憲
法
・
半
期
）﹇
現
在
に
至
る
﹈

二
〇
一
六
年
五
月　
　

 
筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研
究
科
企
業
法
学
専
攻
非
常
勤
講
師
（
憲
法
）﹇
二
〇
一
六
年
度
春
学
期
Ｂ
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
み
﹈

二
〇
一
八
年
三
月　
　

東
海
大
学
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
定
年
退
職

　
　
　

同
年
四
月　
　

東
海
大
学
名
誉
教
授

〔
学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
〕

一
九
八
六
年
一
〇
月　

日
本
公
法
学
会
正
会
員
﹇
現
在
に
至
る
﹈

一
九
九
二
年
七
月　
　

平
塚
市
個
人
情
報
保
護
推
進
懇
話
会
委
員
﹇
一
九
九
三
年
三
月
ま
で
﹈

一
九
九
五
年
七
月　
　

平
塚
市
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
委
員
﹇
二
〇
一
一
年
六
月
ま
で
﹈

一
九
九
七
年
七
月　
　

平
塚
市
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
会
長
﹇
二
〇
一
一
年
六
月
ま
で
﹈

一
九
九
八
年
四
月　
　

南
足
柄
市
公
文
書
公
開
審
査
会
委
員
・
会
長
﹇
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
〇
六
年
四
月　
　

南
足
柄
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
・
会
長
﹇
現
在
に
至
る
﹈

二
〇
〇
六
年
七
月　
　

南
足
柄
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
委
員
・
会
長
﹇
現
在
に
至
る
﹈

二
〇
一
〇
年
二
月　
　

厚
木
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
﹇
二
〇
一
二
年
一
月
ま
で
﹈
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二
〇
一
一
年
七
月　
　

平
塚
市
人
権
懇
話
会
委
員
・
会
長
﹇
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
﹈

二
〇
一
二
年
六
月　
　

伊
勢
原
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員
・
会
長
﹇
現
在
に
至
る
﹈

二
〇
一
六
年
四
月　
　

南
足
柄
市
行
政
不
服
審
査
会
委
員
・
会
長
﹇
現
在
に
至
る
﹈

〔
研
究
業
績
〕

●
著
書

『
憲
法
Ⅰ
│
統
治
機
構
│
』
不
磨
書
房
、
二
〇
〇
四

●
共
著
書

『
憲
法
』（
粕
谷
・
向
井
編
）
青
林
書
院
、
一
九
九
五

『
事
例
で
学
ぶ
憲
法
』（
粕
谷
・
向
井
編
）
青
林
書
院
、
一
九
九
七

『
憲
法
（
第
二
版
）』（
粕
谷
・
向
井
・
矢
島
編
）
青
林
書
院
、
二
〇
〇
三

●
論
文

「
国
民
代
表
と
選
挙
」（
修
士
論
文
）（
上
智
大
学
、
一
九
七
七
）

「
薬
局
距
離
制
限
事
件
」『
戦
後
政
治
裁
判
史
録　

第
四
巻
』（
田
中
・
佐
藤
・
野
村
編
）
六
七
〜
九
二
頁
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
〇
）

「
投
票
価
値
の
最
大
格
差
一
対
二
を
基
準
と
し
て
現
行
衆
議
院
議
員
定
数
配
分
規
定
を
違
憲
と
し
た
判
決
」
上
智
法
学
論
集
二
五
巻
一
号
、

二
一
九
〜
二
三
六
頁
（
上
智
大
学
、
一
九
八
一
）

「
現
代
民
主
制
に
お
け
る
代
表
概
念
の
考
察
」
上
智
法
学
論
集
二
七
巻
一
号
、
六
一
〜
一
七
一
頁
（
上
智
大
学
、
一
九
八
四.

）

「
戸
別
訪
問
禁
止
規
定
の
合
憲
性
（
１
）（
２
）」
東
海
大
学
法
学
研
究
所
年
報
第
一
号
、
二
七
〜
三
八
頁
（
東
海
大
学
法
学
研
究
所
、
一
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九
八
五
）、
同
二
号
、
九
一
〜
一
〇
一
頁
（
同
、
一
九
八
六
）

「
住
民
投
票
制
度
」
地
方
自
治
職
員
研
修
第
二
〇
巻
一
二
号
、
四
〇
〜
四
一
頁
（
公
務
職
員
研
修
会
、
一
九
八
七
）

T
he E

lectoral System
 and E

lection A
dm

inistration in Japan, JO
U

R
N

A
L O

F B
E

H
AV

IO
R

A
L A

N
D

 SO
C

IA
L SC

IE
N

C
E

 

N
o.37, p54

-83, R
esearch Institute of Social Science, Tokai U

niv., 1992.

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
形
成
と
連
邦
選
挙
法
の
制
定
」
東
海
法
学
第
九
号
，
三
六
五
〜
四
一
三
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
一
九
九
三
）

「
第
三
者
機
関
に
よ
る
選
挙
区
割
の
変
更
」『
憲
法
の
理
論
と
現
実
』（
佐
藤
功
先
生
喜
寿
記
念
）
二
六
八
〜
二
九
八
頁
（
青
林
書
院
、
一

九
九
三
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
に
お
け
る
代
表
と
選
挙
手
続
」
東
海
法
学
第
一
〇
号
、
九
九
〜
二
二
〇
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
一
九
九
三
）

「
ビ
ラ
配
布
」『
憲
法
Ⅱ
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
二
九
号
、
一
四
五
〜
一
四
六
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
）

「
投
票
率
の
低
迷
と
投
票
権
行
使
の
保
障
」
東
海
法
学
第
一
二
号
、
一
二
三
〜
一
五
九
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
一
九
九
四
）

「
法
令
公
布
の
方
法
」『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〈
第
三
版
〉』
四
四
二
〜
四
四
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
）

「
先
住
権
の
保
障
│
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
ア
イ
ヌ
民
族
│
」
東
海
法
学
第
一
四
号
、
一
九
七
〜
二
四
〇
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
一
九
九
五
）

「
ア
イ
ヌ
新
法
」
法
学
教
室
二
〇
三
号
、
二
〜
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
在
外
選
挙
制
度
」『
在
外
選
挙
│
外
国
の
制
度
と
日
本
の
課
題
』（
岡
沢
・
戸
波
編
）
二
二
一
〜
二
三
五
頁
（
イ
ン

フ
ォ
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
八
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
在
外
選
挙
に
関
す
る
現
地
調
査
報
告
」『
在
外
選
挙
│
外
国
の
制
度
と
日
本
の
課
題
』（
岡
沢
・
戸
波
編
）
二
九
六

〜
三
〇
三
頁
（
イ
ン
フ
ォ
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
八
）

「
在
外
投
票
制
度
」
法
学
教
室
二
一
四
号
、
二
〜
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
）
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「『
報
告
書
』
と
『
新
法
』
の
法
的
性
格
と
そ
の
評
価
」『
ア
イ
ヌ
文
化
を
伝
承
す
る
』
萱
野
茂
ア
イ
ヌ
文
化
講
座
Ⅱ
、
一
四
九
〜
一
五
六

頁
（
草
風
館
、
一
九
九
八
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
在
外
投
票
制
度
（
補
論
）
お
よ
び
わ
が
国
の
課
題
」
上
智
法
学
論
集
四
二
巻
二
号
、
二
四
三
〜
二
六
九
頁
（
上
智

大
学
、
一
九
九
八
）

「
条
約
の
国
内
法
的
効
力
」『
憲
法
の
争
点
（
第
三
版
）』
二
九
六
〜
二
九
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
）

「
法
令
公
布
の
方
法
」『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〈
第
四
版
〉』
四
四
八
〜
四
四
九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
憲
法
改
正
手
続
」
東
海
法
学
三
四
号
、
一
三
九
〜
一
六
二
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
五
）

「
法
令
公
布
の
方
法
」『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〈
第
五
版
〉』
四
六
六
〜
四
六
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
）

「
条
約
の
国
内
法
的
効
力
」『
憲
法
の
争
点
（
新
・
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
三
）』
三
三
四
〜
三
三
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
）

「
平
成
二
二
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
区
選
挙
の
選
挙
区
間
の
一
対
五
・
〇
〇
の
投
票
価
値
の
不
平
等
が
、
違
憲
の
問
題
が
生

じ
る
程
度
に
達
し
て
い
る
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
六
五
四
号
、
二
〜
六
頁
（
判
例
時
報
二
一
八
七
号
、
一
四
八
〜
一
五
二
頁
）

（
判
例
時
報
社
、
二
〇
一
三
）

「
連
座
制
」『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〈
第
六
版
〉』
三
五
二
〜
三
五
三
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
）

●
翻
訳
・
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
憲
法
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
」『
ア
ジ
ア
の
憲
法
制
度
』（
佐
藤
功
監
訳
）
二
三
三
〜
二
五
一
頁
（
学
陽
書
房
、
一
九

八
一
）

「
在
外
選
挙
に
関
す
る
外
国
の
関
連
法
令
│
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」『
在
外
選
挙
│
外
国
の
制
度
と
日
本
の
課
題
』（
岡
沢
・
戸
波
編
）
四
〇

八
〜
四
一
九
頁
（
イ
ン
フ
ォ
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
八
）
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「
戦
後
三
五
年
・
年
表
（
四
名
で
共
同
作
成
）」『
戦
後
政
治
裁
判
史
録
第
五
巻
』（
田
中
・
佐
藤
・
野
村
編
）
一
〜
一
〇
七
頁
（
第
一
法
規

出
版
、
一
九
八
〇
）

「
法
学
部
創
設
二
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
」
東
海
法
学
三
七
号
、
ⅰ
〜
ⅲ
頁
（
東
海
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
七
）

「
憲
法
改
正
の
ゆ
く
え
」
東
海
大
学
新
聞
九
二
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
八
月
一
日
号
）

●
講
演
等

「『
ア
イ
ヌ
新
法
』
か
ら
考
え
る
」
一
九
九
七
年
九
月
二
〇
日
、
秦
野
市
民
大
学
（
秦
野
市
立
図
書
館
）

「
平
等
を
考
え
る
│
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
、
民
法
改
正
案
を
手
が
か
り
に
│
」
一
九
九
七
年
九
月
二
七
日
、
秦
野
市
民
大
学
（
秦
野
市

立
図
書
館
）

「「
報
告
書
」
と
「
新
法
」
の
法
的
性
格
と
そ
の
評
価
」
一
九
九
八
年
四
月
一
八
日
、
ア
イ
ヌ
文
化
講
座
Ⅱ
（
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
）

「
ア
イ
ヌ
新
法
の
内
容
と
課
題
」
一
九
九
九
年
三
月
二
四
日
、
浦
和
市
谷
田
公
民
館
講
座
『
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
と
人
権
３
』（
浦
和
市
谷
田

公
民
館
）

「
首
相
公
選
制
を
考
え
る
」
二
〇
〇
一
年
九
月
二
二
日
、
秦
野
市
民
大
学
（
秦
野
市
立
図
書
館
）

「
医
療
と
人
権
」
二
〇
〇
八
年
四
月
二
日
、
伊
勢
原
校
舎
新
任
職
員
研
修
（
東
海
大
学
）（
〇
九
年
、
一
〇
年
も
同
じ
）

「
個
人
情
報
保
護
の
動
向
と
課
題
」
二
〇
〇
九
年
二
月
一
三
日
、
平
塚
市
個
人
情
報
保
護
制
度
講
演
会

「
裁
判
員
な
ん
か
怖
く
な
い
⁉
」
二
〇
〇
九
年
九
月
一
二
日
、
東
海
大
学
岩
手
県
後
援
会
総
会
講
演


